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 猪瀬直樹氏の『昭和 16 年夏の敗戦』は、「開戦前夜」という映画になって注目を集めて

いる。昭和 15 年 8 月、近衛文麿首相時代の帝国政府が｢総力戦研究所｣という機関を立ち

上げ、各省庁のエリート、大尉・少佐の軍人、企業や金融の関係者、ジャーナリストなど、

30 代前半の精鋭の 30 数名が集められた。急遽、至る所から召集された彼らは何をするの

かを知らなかったが、まず身体検査と面接を受けた。そして、米国と戦争をしたら、日本

は勝てるかというシミュレーションをするためであることを知らされた。彼らは模擬内閣

を組織し、米国と戦争したらどうなるかを、各自が持つ専門知識をフル動員し、資料を集

め、議論を積み重ね、結論を導き出した。当時の政府が、このようなことを企画したこと

に驚いた。歴史の現実はご存じの通りであるが、本書は読むべき価値がある。 

 「総力戦研究所」は、戦争は国民を巻き込む総力戦になることに備える研究所であるが、

当初は、のんびりしたムードで、幅広い知識を分かち合う大学のような研究所だった。日

本が置かれた厳しい状況を知る者には、いささか不満を持つ人もいた。全国津々浦々を視

察し、日本の戦時体制を確かめた。16 年 4 月頃には、中国戦線が拡大し、国際的に日本が

批判を浴び、中国からの撤兵を求められ、これに反発し、米英との戦争が取り沙汰される

状況になっていた。「総力戦研究所」が、16 年夏に到達した結論は次のようなものであっ

た。「12 月中旬、奇襲作戦を敢行し、成功しても緒戦の勝利は見込まれるが、物量におい

て劣勢な日本の勝機はない。戦争は長期戦になり、終局ソ連参戦を迎え、日本は敗れる。

だから日米開戦はなんとしても避けねばならない。」16 年代、エリートたちの出した結論

は正鵠を得た結論である。彼らは正確な資料を持ち、原爆投下は見通せなかったが、理性

的に判断する能力を持っていたことが分かる。結論を出した模擬内閣は、延々と閣議で報

告した。東條英機陸相始め、閣僚たち、軍部の首脳も聞いていた。報告を聞いた東條は蒼

ざめこめかみが震えていたが、次のように語った。「諸君の研究の労を多とするが、これは

あくまで机上の演習でありまして、実際の戦争というものは、君たちの考えているような

ものではないのであります。日露戦争でわが大日本帝国は、勝てるとは思わなかった。し

かし、勝ったのであります。… なおこの机上演習の経過を、諸君は軽はずみに口外しては

ならぬということでありますッ。」「昭和 16 年夏の敗戦」はなかったことにされ、日本は米

英開戦に突っ走り、悲惨な敗戦を迎えた訳である。 

 陸軍は強力に米英開戦を主張していた。天皇は、「君臨すれども統治せず」であったが、

あえて御前会議で、「四方の海 皆同胞と思う世に など波風の 立ち騒ぐらむ」という歌を

詠み、「平和愛好の精神を紹述せんと努めている」とつけ加えた。近衛内閣が総辞職し、次

期首相に東條陸相が任命された。陸相の首相任命は文民統制に反するが、天皇は、開戦論

が強い中、東條はこれを押さ込んでくれるという期待を持って任命した。東條も戸惑った

が、天皇に忠実であろうとして、首相になった。そして、12 月 1 日の御前会議で、対米英

蘭開戦が決定された。彼は、「総力戦研究所」を聞いた時の発言通り、それを無視した訳で

ある。そして、12 月 8 日真珠湾攻撃で、米英戦は始まった。模擬政府で海軍大臣を務めて

いた志村正は、開戦の報を聞いて、「われわれ軍人の大部分の者の余りにもアメリカの実力

を知らなすぎるよ。フンドシかつぎが横綱に挑戦するようなものだ」と言っている。 

 シミュレーションが辿り着いたのは「日米戦日本必敗」という正確な見通しで、反戦主

義や社会運動でもなく、体制、状況を客観的に分析した研究結果である。彼らの労苦は顧

みられず、徒労に終わった。高市首相の「台湾有事は存立危機事態になり得る」という発

言は、何のシミュレーションもしていない発言であろう。「愚」の一字である。 


